
都道府県名 岩手県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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18.7451,798千円R5

一関地
方農業
再生協
議会

4
一関市
平泉町

ピーマン

ピーマンの産地形成に
おいて

①　販売額１千万円以
上を目指す中心経営体
の生産基盤整備（規模
拡大）及び単収向上技
術（点滴かん水装置

等）の導入
②　新規生産者の確保
及び生産基盤の整備
③　生産量拡大に伴う
自動計量包装設備の増
設　　　　　　④　市
場に対する着果状況、
出荷見通し等の情報提
供による計画的な出荷
及び販売競争力の強化

を推進する。

総販売額
10％以上の

増加
（51.6％の

増加）

H3
0

298,077千
円（2013～
2017の平

均）

14.3 ha 888,054

345
（2013
～2017
の平
均）

円
/k
g

kg 14.49
386,795千

円
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487434
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kgha 890,667

　
　取組主体10名のうち7
名は目標を達成した

が、産地目標は未達と
なった。

　産地として生産者の
高齢化による人数減、
経営規模縮小が進み、
取組主体においても資
材高騰等の影響から規
模拡大に慎重な姿勢と
なり、栽培面積が目標
通り増えず目標販売額
を達成できなかった。
集落営農組織等への声
かけに加え、新規就農
トータルサポートシス
テムによる新規就農者
の確保や、JAによる新
規栽培者向けの研修会
による新規栽培者の確
保も進め、産地全体の
栽培面積を確保し、生
産量、販売額の増加を

図る。
　また、収量向上に繋
がるかん水対策の推進
を柱に、遮熱資材を活
用する等高温対策の基
本技術を徹底し、産地
の生産量の底上げでき
るよう、今後も地域協
議会と連携して目標達
成に向けて支援してい

く。

R6評価

生産支援事業で施設、生
産機械を導入した生産者
においては、規模拡大が
図られ、販売額を大きく
増加するなど、事業導入
による販売額向上の一定
の効果が得られたが、一
方で、産地全体の生産者
数は180名（H30）から
172名（R5）と減少して

おり、面積も1426a
（H30）から1449a（R5）
とやめる生産者も多く、
目標どおり面積が増え

ず、産地全体の達成率に
影響した。新規就農者の
確保とともに、集落営農
組織等への露地ピーマン
の推進を行い、面積確保

を図る。
また、夏季高温によりか
ん水が十分に行えなかっ
た生産者は、尻腐れ果の
発生による品質低下や花
落ちの発生による収量低
下が収量に影響している
ことから、かん水装置の
導入や日照量に応じた適
正なかん水量及び高温対
策として、遮熱遮材の利
用を推進し、地域で高温
対策の取組みを支援して

いく。

68.9%

ＪＡいわて平泉の
ピーマン販売額を基
に販売額の増加率を

検証

403,944千
円

1.045

円
/
k
g

466

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

導入・定着の取組の
実施内容

事業実施
前年度

目標年度

地域協議会等の評価 都道府県の評価

出荷量 出荷量

実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

地域協議
会名

出荷量

生産コスト

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県評価報告書

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容
生産量又は  価格(販売単価) 備考

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)

の価格(販売単価)

補正係数
価格補正後

の実績

R5

123,502,33
4円

【小麦種
子】
58,152,972
円（税抜）

【大豆】
65,349,362
円（税抜）
（R4本精
算）

収穫
面積

【小
麦種
子】
90.6

ha

【小麦
種子】
170,580

kg

【小麦
種子】
340

円
/k
g

成果目標

目標

年
度

面積

現状

生産コスト

kg

【小麦
種子】
355
【大
豆】
136

円
/k
g

花巻市
農業推
進協議

会

10

花巻市
花巻地
域、石
鳥谷地
域、東
和地域
の全域

小麦

矢沢ライスセン
ター及び各法人の
乾燥調製作業を集
約し、乾燥から調
整までの一元的に
管理
①適期刈取り
②均質な乾燥調製

販売額の
10%以上の
増加
(27.5%増
加)

R2

95,516,373
円

【小麦種
子】
H26～R2生
産者売渡金
額（税抜）
の7中5平均
54,290,655
円

【大豆】
H26～R2生
産者本精算
（最終精
算）金額
（税抜）の
7中5平均
41,225,718
円

407.9

【小
麦種
子】
87.7

【大
豆】
320.2

ha

506,316

【小麦
種子】
170,610
【大
豆】
335,706

kg

【小麦
種子】
318
【大
豆】
123

円
/k
g

R5
今後も関係機関が連携
して安定生産へ向けて
取り組んでいく。

R6評価
※小麦種子
について

は、県種苗
センターに
より、県内
の価格を一
律決定して
いるため補

正なし

大豆

①乾燥機を3台か
ら5台に増大する
ことで、計画的な
出荷受け入れ及び
乾燥が可能とな
り、適期刈取りに
よる品質向上。
　②大豆クリー
ナーの導入によ
り、製品等級の
アップ。
　③フレコン出荷
施設整備による契
約栽培比率の向
上。

【大
豆】
408.7

【大
豆】

447,870

【大
豆】
145

172 158 1.089 77,061,408

- - - 58,152,972

販売実績により確認
する。

126.9%

計画どおりに受益面積が
拡大され、品質も安定し
ていたことから、目標販
売額を達成することがで
きた。

121,794,10
0円

【小麦種
子】
①岩手県農産
物改良種苗セ
ンター採種ほ
設置計画であ
る種子売渡計
画数量を設定
②種子合格率
100％より過去
の販売単価を
元に計画単価

を設定

→上記より
67,414,500
円

【大豆】
①乾燥機の増
台等により品
質の低下を抑
え実質的な製
品数量を確保
することとし
て生産量を設
定
②本件施設整
備による等級
アップ、契約
栽培比率の増
加を考慮して

単価を設定

→上記より
54,379,600
円 と設定

399.0

【小
麦種
子】
89.0

【大
豆】
310.0

ha

589,750

【小麦
種子】
189,900
【大
豆】
399,850

花巻市
農業推
進協議

会

11
花巻市
北上市
遠野市

野菜苗
野菜苗産地形成の

推進

総販売額の
10％以上の

増加。
（34.8％の

増加）

444,347千
円

495 7,820,496 56.8 -
596,107千

円
626 9,496,996 62.8 - 590,952千円 658 9,441,179 62.6 -

①現状値：
令和2年度販売管
理システムから算

出

②目標値：
販売計画書より算

出

③実績：
令和3年度販売管
理システムから算

出

④達成率：
（③-①）/（②-

①）×100

96.6%

生産品目の変更などに
より、売上、供給面積
を増加できたが、ベル
グアース（株）の他の
農場との生産調整によ
り目標達成にまでは至
らなかった。
次年度は、春のスイカ
や北海道へのトマト、
きゅうりの出荷を増産
する計画としており、
引き続き安定的な生産
体制を維持できるよう
関係機関でサポートし
ていく。

　ベルグアース
（株）内の生産調整
の影響から、目標未
達となったが、生産
体制が確立しつつあ
る。目標達成へ向
け、今後も安定生産
が継続するよう、関
係機関で連携しなが
ら情報共有や支援を
行っていく。

R6評価
※市場動向に
よらない希望
小売価格での
販売のため補

正なし
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一関地
方農業
再生協
議会

5 一関市
施設野
菜（ト
マト）

トマトの産地形成に
おいて
①　販売額の増加を
目指す中心経営体の
生産基盤整備(規模
拡大)及び単収向上
技術（点滴かん水装
置、環境制御システ
ム等）の導入
②　新規生産者の確
保及び生産基盤の整
備
③　9月の安定出荷
に向けた、着果量調
整等の基本技術の徹
底及び遅植技術の実
施拡大
④　市場に対する着
果状況、出荷見通し
等の情報提供による
計画的な出荷及び販
売競争力の強化を推
進する。

総販売額の
10％以上の

増加
（171.1％の

増加）

40,057千円 (1.26) 127.35

657(ト
マト)
597(ミ
ニトマ
ト)

108,836千
円

2.56 291.6

330（ト
マト）
700（ミ
ニトマ
ト）

72,022千円 2.32 186.8 386

377(ト
マト）
837（ミ
ニトマ
ト）

355(ト
マト）
716（ミ
ニトマ
ト）

1.062
（トマ
ト）
1.169
（ミニ
トマ
ト）

77,633千
円

①現状値の算出方法
・中心的な経営体のトマ
トの農協出荷販売実績の

合計
（H30：8,903,508円）
R1：30,260,550円

②目標値の算出方法
・現状値に栽培面積の拡
大及び単収向上（自動点
滴灌水）の取り組みによ
り得られる推定販売額を

合算し算出
（目標値＝現状値＋推定

販売額）

③実績値の算出方法
・中心的な経営体の農協
出荷販売実績の合計から

算出。

54.6%

販売額を大きく伸ばした
生産者がいる一方で、暑
い作業環境に耐えられず
雇用者が辞めてしまった
ことから労働力不足とな
り管理が遅れた生産者
や、排水不良、病害発生
により目標未達となった
生産者も多かった。ま
た、高温による花落ち等
の影響から出荷量が減少
した生産者もいたことか
ら、地域で実証している
遮熱資材の利用など、高
温対策を推進するととも
に、労働力確保について
は、既存のJAの無料職業
相談所の活用の他、１日
バイトアプリも活用し、
関係機関で連携しながら
支援していく。
排水不良、病害対策につ
いては明渠の設置や、土
壌消毒の実施など個々の
生産者に合わせて対策を
指導していく。

　取組主体14名のうち
10名が目標未達とな
り、産地目標も未達と
なった。
　産地として高齢化等
の影響による面積減少
が進む中、取組主体に
おいても、資材代、肥
料費、人件費等の高騰
により、予定通りに規
模拡大しにくい状況と
なっていることが面積
の伸び悩みに繋がって
いる。新規栽培者確保
のため、研修会等での
推進をはかることとし
ている。
　取り組み主体ごとの
課題（栽培管理の遅
れ、高温による花落ち
等）と対策（適期管
理、遮熱対策等）が整
理されていることか
ら、対策が着実に実行
できるよう、今後も地
域協議会と連携して目
標達成に向けて指導会
等を通し支援してい
く。

R6評価

大槌町
地域農
業再生
協議会

1 大槌町 水稲

GPS機能搭載田植
え機の導入によ
り、農地の集積に
伴う経営面積の拡
大に対応するとと
もに単収の向上を
図る

総販売額の
10％以上の

増加。
（34.8％の

増加）

14,203千円 17.2
生産量
64,997

218 19,149千円 18.5
生産量
88,245

217 15,744千円 21.4
生産量
79,047

199 270.7 257.8 1.05
16,531千

円
水稲の販売実績により、
検証・評価を行う。 47.1%

　GPS田植機の導入により、
面積拡大と単収向上に取り
組んだが、目標である販売
額10%以上の増加を達成でき
なかった。未達理由とし
て、復興農地の地力不足が
原因として考えられること
から、釜石・大槌地域農業
振興協議会生産振興部会に
おいて施肥に係る現地実証
を実施してきたところ。こ
れまでの実証では、施肥の
改善により収量向上が図れ
る結果が得られていること
から、現地への技術導入を
進めるとともに、引き続き
現地実証を行うことによ
り、目標達成を支援してい
く。

　地力が低い農地に
おいて単収向上へ向
けた適正施肥に係る
実証で収量向上の結
果が得られているこ
とから現地導入を進
めつつ、適正施肥設
計支援等も併せなが
ら、今後も関係機関
が連携して目標達成
へ向けて支援してい
く。

R6評価

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)  価格(販売単価) 生産コスト 年
度 導入・定着の取組の

実施内容
事業実施
前年度

目標年度
出荷量 出荷量 出荷量

生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は


